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「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌

Vol.30
2018 11月 - 2019 1月

2018 11/10発行

TAKE FREE

1年の幕開けを華やかに祝おう！ ザ・シンフォニーホールのニューイヤーコンサート

ほか
外山雄三 「三大交響曲」 インタビュー

パリ管弦楽団、関西紅白オペラ歌合戦 ほか 12月の豪華ラインナップ

Close Up
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2	 外山雄三	「三大交響曲」 インタビュー
3	 スヴェトラーナ・ザハーロワ＆ワディム・レーピン	“パ・ド・ドゥ	for	Toes	and	Fingers”-瀕死の白鳥-
	 尾高忠明×大阪フィルハーモニー交響楽団	〈ブラームス・チクルス〉	−ロマン派の極致−
4	 ベートーヴェン第九交響曲	角田鋼亮指揮	京都市交響楽団
	 関西フィルハーモニー管弦楽団	「第九」特別演奏会
	 大植英次指揮	躍動の第九
	 第九	de	クリスマス
	 大阪交響楽団	特別演奏会	感動の第九
	 21世紀の第九	〜第九とアダージェット〜
6	 古澤巌×ベルリン・フィルハーモニー	ヴィルトゥオージのクリスマス
	 三浦一馬	キンテート	クリスマス・スペシャル・ナイト
	 ザ・シンフォニーホール	クリスマス	オルガンコンサート	2018
7	 MIKIMOTO	第59回	日本赤十字社	献血チャリティ・コンサート	ダニエル・ハーディング指揮	パリ管弦楽団
	 大阪交響楽団	0歳児からの光と映像で楽しむオーケストラ	Vol.13
	 関西紅白オペラ歌合戦
8	 ザ・シンフォニーホール	カウントダウンコンサート	2018-2019／ニューイヤーコンサート	2019
9	 ニューイヤー祝祭コンサート	『椿姫』『蝶々夫人』
	 ウィーン・サロン・オーケストラ	ニューイヤーコンサート2019
10	3大協奏曲	2019	〜次世代を担う未来の巨匠たち〜
	 The	Symphony	Hall	Big	Band	〜Music	Director	菊池寿人〜	Vol.13
11	 昇天一年メモリアル＆“愛のうた”収録CD発売記念	日野原重明プロデュース	ベー・チェチョル	コンサート
	 オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ	第123回定期演奏会
12	長富彩	ピアノ・リサイタル	Vol.3	オール・ショパン・プログラム
	 カティア・ブニアティシヴィリ	ピアノリサイタル
13	川井郁子	シンフォニック	バレンタインコンサート	〜シネマ・ファンタジー〜
	 大植英次指揮	大阪フィルハーモニー交響楽団「シェエラザード」×「春の祭典」
14	菅原洋一コンサート2019	〜歌いつづけて60年〜
	 The	Symphony	Hall	String	Quintet	Vol.5
15	日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール	ラフマニノフ＆サン＝サーンス	2つの第3番
	 想い出がいっぱい	珠玉のシネマ名曲	SELECTION	VOL.5	荒庸子	チェロ・リサイタル	2019
16	プロジェクションマッピング×パイプオルガン	超絶のオペラ座の怪人	リターンズ！！
	 台湾フィルハーモニック
18	ABCテレビ主催公演・イベント情報
22	日本センチュリー交響楽団
24	welcome	more	musicians!音楽を愛する団体が集うザ・シンフォニーホール
25	ホールトピックス
26	堀江政生のシンフォニア・アワーVol.30	
27	Concert	Calender	2018.11〜2019.1

平素よりザ・シンフォニーホールおよび

ザ・シンフォニー チケットセンターをご利用頂き、誠にありがとうございます。

ザ・シンフォニー チケットセンターでは、

8月下旬に行いましたWEBでのチケット販売に関するシステム更新に伴い、

大規模な障害が発生いたしました。

今回の度重なるシステム障害により、皆様には長らくの間ご不便、

ご迷惑をお掛け致しましたことを、深くお詫び申し上げます。

今回のシステム更新に伴い、下記サービスがご利用可能となりました。

私たちはお客様の利便性を高めることを第一に考え、

チケットレスサービスの開発など、

今後もより良いサービスをご提供できる環境を目指し、精進して参ります。

引き続き、ザ・シンフォニーホール及び

ザ・シンフォニー チケットセンターをご愛顧の程、

宜しくお願い申し上げます。

www.symphonyhall.jp

contents

※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいります。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適
正に管理いたします。○お客様からいただいた個人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催す
る催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行うものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企
業に委託して行うことがあります。その場合、委託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

531-8501 会員登録希望
1. お名前（フリガナ付）
2. 性別
3. 郵便番号
4. 住所
5. 電話番号
6. メールアドレス
   （メールマガジンの
    受取を希望の場合）

定型ハガキに右記の情報を記載いただき、62円切手を貼付の上、ポストに投函ください。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォンをご使用
の方はこちらからアクセスして
いただけます。

表紙の一枚「カティア・ブニアティシヴィリ	ピアノリサイタル」
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登録費
年会費
	無料！

●先行予約：11月22日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売は
ございません。※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333（10：00～18：00 火曜定休） ●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

11月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

お詫びとお知らせ

WEBにカート機能がついて
複数公演の

チケット購入が可能に

これまでは1公演ご購入ごとに毎回

540円の送料をご負担いただいてお

りましたが、カート機能が付いたこと

により、1回の送料で複数の公演を

同時にご購入いただけるようになり

ました。
※ただし、カートに入れられる上限枚数は8枚となり
ます。

お客様のご要望にお応えし、ご利用

いただけるクレジットカードの種類が

増え、下記の通りとなりました。

VISA／MASTERCARD／JCB

AMERICAN EXPRESS／

DINERS CLUB／PiTaPa／

J-Debit／iD
※PiTaPa、J -Deb i t、iDは窓口、館内プレイガイド
のみ。その他のカードはすべての購入方法でご利
用頂けます。

2019年1月より、ザ・シンフォニーホー

ルの主催公演については、窓口、館

内プレイガイドでの販売に限り、発券

手数料を0円とさせていただきます。
※WEB、電話でのチケット販売におきましても、今
後、発券手数料を無料にできるよう引き続きシステム
の更新に努めてまいります。まずは先行して、ザ・シン
フォニーホール主催公演のチケットのみを対象に、
窓口、館内プレイガイドにて実施いたします。

クレジットカードの
種類が増えました

チケット発券
手数料について



- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[全4回セット券]　A 19,000円　B 14,000円 （税込）
※ザ・シンフォニー チケットセンターでの販売はありません。

[各1回券]　A 6,000円　B 4,500円　C 3,000円 （税込）
[ご予約・お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

※ザ・シンフォニー チケットセンターでの販売は、Sinfonia1月号にてお知らせします。

尾高忠明×大阪フィルハーモニー交響楽団

〈ブラームス・チクルス〉
－ロマン派の極致－
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。
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ロ
シ
ア
の
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宝
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た
た
え
ら
れ
る

ボ
リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ
エ
の
プ
リ
ン
シ
パ
ル

（
最
高
位
ダ
ン
サ
ー
）、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー

ナ
・
ザ
ハ
ー
ロ
ワ
と
そ
の
夫
で
世
界
的
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
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ワ
デ
ィ
ム
・
レ
ー
ピ
ン
に

よ
る
、究
極
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
公
演

は
、
２
人
が
出
会
っ
た
日
本
で
２
０
１
６

年
か
ら
続
く
。
そ
の
目
玉
が
、夫
婦
な
ら

で
は
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
に
よ
る
バ

レ
エ「
瀕
死
の
白
鳥
」だ
。

　

ア
ン
ナ
・
パ
ヴ
ロ
ワ
や
マ
イ
ヤ
・
プ
リ

セ
ツ
カ
ヤ
ら
、伝
説
的
プ
リ
マ
バ
レ
エ

が
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
作
曲
の「
白
鳥
」の

チ
ェ
ロ
に
合
わ
せ
、踊
っ
て
き
た
名
作
。

死
を
目
前
に
し
た
白
鳥
が
、最
後
の
生
命

の
輝
き
を
全
身
で
表
現
す
る
ソ
ロ
は
、選

ば
れ
た
名
花
し
か
踊
れ
な
か
っ
た
演
目

で
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
同
作
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

し
て
き
た
ザ
ハ
ー
ロ
ワ
だ
が
、
２
０
１
６

年
６
月
、東
京
で
レ
ー
ピ
ン
奏
で
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
旋
律
に
乗
り
、「
瀕
死
の
白

鳥
」を
初
披
露
し
た
。
舞
踊
の
伴
奏
を
す

る
の
は
、「
妻
と
の
公
演
だ
け
」（
レ
ー
ピ

ン
）。
芸
術
家
夫
婦
に
よ
る
究
極
の
交
歓

で
舞
台
に
現
れ
た
、
は
か
な
く
消
え
ゆ
く

白
鳥
に
、観
客
は
総
立
ち
で
喝
采
を
送
っ

た
。
2
人
が
出
会
っ
た「
特
別
な
場
所
」

（
ザ
ハ
ー
ロ
ワ
）と
い
う
日
本
だ
か
ら
こ

そ
見
ら
れ
る
、特
別
な
公
演
な
の
で
あ
る
。

（
文　

飯
塚
友
子
）

　

２
０
１
９
年
、大
阪
フ
ィ
ル
が
尾
高
忠

明
音
楽
監
督
と
と
も
に
、
４
回
に
わ
た
る

ブ
ラ
ー
ム
ス
・
チ
ク
ル
ス
に
取
り
組
む
。

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
は
生
涯
に
４
曲
の
交
響
曲

を
作
曲
し
て
い
る
。
そ
の
４
曲
す
べ
て
を

聴
け
る
の
が
チ
ク
ル
ス
の
魅
力
。
と
い
っ

て
も
、単
に
全
４
曲
を
通
す
だ
け
な
ら
、一

度
の
公
演
に
２
曲
ず
つ
を
演
奏
し
、
２
日

間
で
終
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

今
回
の
チ
ク
ル
ス
は
全
４
回
。
毎
回
１
曲

ず
つ
の
交
響
曲
に
加
え
て
、合
唱
曲
も
演

奏
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。
交
響

曲
に
比
べ
る
と
聴
く
機
会
は
少
な
い
も
の

の
、味
わ
い
深
い
名
作
が
そ
ろ
う
の
が
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
合
唱
曲
。
交
響
曲
と
合
唱
曲

を
同
時
に
楽
し
め
て「
一
粒
で
二
度
お
い

し
い
」の
が
、今
回
の
チ
ク
ル
ス
の
最
大
の

特
徴
だ
。

　

交
響
曲
と
合
唱
曲
は
い
ず
れ
も
作
品

番
号
順
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
初
期
の
作

品
か
ら
晩
年
の
作
品
へ
。
第
１
回
か
ら
順

に
聴
き
進
め
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

創
作
の
軌
跡
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

今
や
日
本
を
代
表
す
る
名
指
揮
者
と

な
っ
た
尾
高
忠
明
だ
が
、
１
９
７
２
年
に

初
め
て
大
阪
フ
ィ
ル
の
指
揮
台
に
立
っ
た

際
は「
足
が
震
え
た
」と
い
う
。
以
来
、40

年
以
上
の
共
演
歴
を
経
て
、
２
０
１
８
年

に
同
楽
団
音
楽
監
督
に
就
任
し
た
。
長
年

の
信
頼
関
係
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
ブ
ラ
ー

ム
ス
。
円
熟
味
あ
ふ
れ
る
名
演
を
期
待
で

き
る
だ
ろ
う
。

（
文　

飯
尾
洋
一
）

外山雄三、覚悟の三大交響曲
3つの傑作を一夜にして演奏する

レーピンとザハーロワによる芸術家夫婦の夢の共演が大阪に上陸！

ブラームスの創作の軌跡を追体験できる「一粒で二度おいしい」全4公演！

速報！！速報！！

速報！！

速報！！

ザ・シンフォニーホールが春に開催するコンサートが早くも決定！

外山雄三
「三大交響曲」

スヴェトラーナ・ザハーロワ＆
ワディム・レーピン

“パ・ド・ドゥ for Toes and Fingers”
－瀕死の白鳥－

[ヴァイオリン]ワディム・レーピン
[バレエ]スヴェトラーナ・ザハーロワ
[バレエ]ミハイル・ロブーヒン　ほか
フェスティバル・アンサンブル（リーダー：南 紫音）
---------------------------------------------------------------

【ザハーロワ出演曲】グラズノフ：『ライモンダ』よりグラン・アダージョ［振
付］マリウス・プティパ［改訂振付]牧阿佐美／サン＝サーンス：瀕死の白
鳥［振付］ミハイル・フォーキン／J.ウィリアムズ：「シンドラーのリスト」
よりRevelation［振付］平山素子（録音音源使用）  ほか

【レーピン・ソロ曲】サン=サーンス:序奏とロンド・カプリチオーソ／チャ
イコフスキー：ワルツ・スケルツォ／マスネ：タイスの瞑想曲　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.6/5（水） 7:00PM
SS 16,200円　S 10,800円 　A 6,480円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]AMATI／ザ・シンフォニーホール

Ⅰ
2019.

5/11（土）
2:00PM
ハイドンの主題による
変奏曲 ｏｐ．５６ａ／埋
葬の歌 ｏｐ．１３／交響
曲 第１番 ハ短調 ｏｐ．
６８

Ⅱ
2019.

7/13（土）
2:00PM
アルト・ラプソディー 
op.53★／運命の歌 
op.54／交響曲 第2
番 ニ長調 op.73

Ⅲ
2019.

9/4（水）
7:00PM
悲劇的序曲 op.81／
哀悼の歌 op.82／
交響曲 第3番 ヘ長調 
op.90

Ⅳ
2019.

11/20（水）
7:00PM
大学祝典序曲 op.80
／ 運 命 の 女 神 の 歌 
op.89／交響曲 第4
番 ホ短調 op.98

[指揮]尾高忠明／[独唱]清水華澄★Ⅱのみ出演／[合唱]大阪フィルハー
モニー合唱団／[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Interview

　

大
阪
交
響
楽
団
が
来
年
の
４
月
に

『
未
完
成
』『
運
命
』『
新
世
界
よ
り
』の

い
わ
ゆ
る
三
大
交
響
曲
を
演
奏
す
る
。

し
か
も
指
揮
は
当
団
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、楽
団
最
長

老
の
外
山
雄
三
で
あ
る
か
ら
否
が
応
で

も
期
待
が
高
ま
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

そ
ん
な
折
、外
山
に
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。

　
「
三
大
交
響
曲
を
ひ
と
晩
で
演
奏
す

る
っ
て
い
う
こ
と
は
や
は
り
大
変
な
こ

と
な
の
で
す
。
戦
後
す
ぐ
の
東
京
の

音
楽
会
で
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
こ
の
手

の
演
奏
会
を
や
っ
て
て
、私
の
記
憶
が

確
か
だ
と
す
れ
ば
、
エ
ン
ジ
色
の
ポ
ス

タ
ー
が
日
比
谷
公
会
堂
の
２
階
の
と
こ

ろ
に
貼
っ
て
あ
っ
て
、別
の
音
楽
会
を

聴
き
に
行
く
と
、
そ
こ
に
も
ポ
ス
タ
ー

が
あ
っ
た
の
を
と
て
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
当
時
か
ら
、
お
客
様
が

そ
う
い
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
た
い

と
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
指
揮
者
も
今
思

え
ば
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思

い
ま
す
け
ど
ね
。
そ
れ
で
も
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
お
か
げ
で
人
々
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
認
知
さ
れ
た
の
な
ら
、効
果
絶

大
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

　

い
き
な
り
昔
話
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ

が
、外
山
に
と
っ
て
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
私
の
幼
い
時
代
に
は
、シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
は『
歌
曲
の
王
』な
ん
て
教
え
ら
れ

て
ね
。
で
も
こ
の
世
界
に
入
っ
て
み
る

と
、交
響
曲
や
、弦
楽
四
重
奏
な
ど
の

室
内
楽
、
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
だ
と
か
た
く

さ
ん
書
い
て
い
て
、
ど
こ
が『
歌
曲
の

王
』だ
よ
っ
て
言
う
ぐ
ら
い
に
。
で
も

い
ず
れ
の
作
品
も
溢
れ
る
よ
う
な
美

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
書
い
て
い
る
。
彼

の
交
響
曲
と
い
え
ば『
未
完
成
』と『
グ

レ
イ
ト
』ぐ
ら
い
し
か
思
い
浮
か
ば
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、特
に
初
期
の
も

の
、第
1
番
か
ら
第
４
番
あ
た
り
は
あ

ま
り
演
奏
さ
れ
な
い
。
で
も
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
決
し
て
若
書
き
の
未
熟
な
作

品
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
書
か
れ
て

あ
る
。
も
し
か
す
る
と
未
だ
に
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
作
曲
家
と
し
て
の
全
貌
を

我
々
は
知
っ
て
い
る
と
言
え
な
い
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
ま
だ
ま
だ
謎
の
多

い
作
曲
家
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。」

　

大
変
意
味
深
な
発
言
だ
。
さ
ら
に
。

　
「
も
し
か
し
た
ら『
未
完
成
』
っ
て
、

彼
が
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
表
現
し
た
い
音
楽
が
先
に
出
て

き
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
と
書

き
進
め
て
行
っ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
長

い
交
響
曲
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
っ
て
こ

の
曲
４
楽
章
ま
で
出
来
て
い
た
ら
、50

分
を
超
え
ま
す
も
ん
ね
。
だ
か
ら『
未

完
成
』に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
も
ね
」

（
取
材
・
文　

三
宅
坂
幸
太
郎
）

＊
次
号
で
は
交
響
曲 

第
５
番 

『
運
命
』

に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け

し
ま
す
。

[指揮]外山雄三　
[管弦楽]大阪交響楽団　
------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
シューベルト：交響曲 第8番 ロ短調 D.759「未完成」
ベートーヴェン：交響曲 第5番 ハ短調 op.67「運命」
ドヴォルザーク：交響曲 第9番 ホ短調 op.95「新世界より」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.4/12（金） 7:00PM
S 6,480円　A 5,400円　B 4,320円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]公益社団法人 大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人 大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

©S.Yamamoto

©飯島 隆

指
揮
：
外
山
雄
三

先行予約：11/22（木） 一般発売：11/25（日）

先行予約：11/22（木） 一般発売：11/25（日）

一般販売：Ⅰ 2019.1/29／Ⅱ 2019.4/23／Ⅲ 2019.5/21／Ⅳ 2019.7/30

一般販売：2018.12/11（火）

指
揮
：
尾
高
忠
明

©飯島 隆 ©Martin Richardson

ヴァイオリン：
ワディム・レーピン

バレエ：
スヴェトラーナ・ザハーロワ
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悲劇のヒロインが捧げた愛のうたを華麗な踊りとナレーションで魅了

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
国
立
ソ
フ
ィ
ア
歌
劇
場
の

オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
豊
か
な
美
声
と
個
性

溢
れ
る
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
舞
い
が

好
評
の「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
祝
祭
コ
ン
サ
ー

ト
」が
今
年
も
開
催
決
定
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
の
指
揮
者
と
し
て
も

認
め
ら
れ
て
い
る
守
山
俊
吾
が
、
よ
り
多

く
の
お
客
様
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
音

楽
に
親
し
み
を
感
じ
、気
軽
に
ホ
ー
ル
へ

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、年
々
新
た

な
試
み
を
織
り
交
ぜ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、『
椿
姫
』と『
蝶
々
夫
人
』を
繰

り
広
げ
ま
す
が
、
こ
の
二
大
オ
ペ
ラ
の
名

シ
ー
ン
に
バ
レ
エ
を
織
り
込
ん
で
い
く
と

い
う
、斬
新
な
演
出
が
披
露
さ
れ
る
の
で
、

終
始
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ラ
ジ

オ
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と

し
て
幅
広
く
活
躍
す
る
鈴
木
美
智
子
を
迎

え
、ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
加
わ
る
た
め
、オ
ペ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
初
め
て
の
方
も
楽
し
め

る
こ
と
間
違
い
な
し
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
お
客
様
と「
乾
杯
の

歌
」を
大
合
唱
し
ま
し
ょ
う
。

新たな1年に
ご来場のお客様へ
元気と幸運を願って
お届けします。

2 0 1 8

12
31

2 0 1 9

 1
        1

誇り高きウィーンの伝統、優雅な響きを携えて来演！

2019年、新時代の幕開けを最高の音楽で、晴れやかに祝おう。

ザ・シンフォニーホール
カウントダウンコンサート2018-2019
＆ ニューイヤーコンサート2019

ニューイヤー祝祭コンサート2019 『椿姫』『蝶々夫人』

ウィーン・サロン・オーケストラ ニューイヤーコンサート2019

[指揮]守山俊吾／[テノール]ミハイル・ミハイロフ、西影星二／[バリトン]ビ
セル・ゲオルギエフ、松澤政也／[アルト]エレーナ・チャヴダローヴァ／[ソプ
ラノ]ラドスティーナ・ニコラエヴァ、ヴェラ・ジルジノヴァ、中野綾／[メゾソ
プラノ]杉林貴子／[ピアノ]鹿島久美子、鹿島早希子／[ナレーション]鈴木
美智子／[バレエ]カンパニーでこぼこ／[合唱団]コーラスアンサンブルい
ちばん星／[管弦楽]ニューイヤー祝祭オーケストラ／[演出]牧野悦子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヴェルディ：歌劇「椿姫」／プッチーニ：歌劇「蝶々夫人」／ラヴェル:ピアノ協奏曲 ト長調 第3
楽章／サン＝サーンス:ピアノ協奏曲 第2番 ト短調 op.22 第3楽章
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.1/3（木） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]ミュージック・アート・ステーション 06-6836-7067
[主催]国際交流協会  [共催]ザ・シンフォニーホール

[音楽芸術監督・コンサートマスター]ウド・ツヴェルファー／[ピアノ]熊本
マリ／[ソプラノ]ヘーゲ・グスターヴァ・チョン／[テノール]クレメンス・ケ
ルシュバウマー／[バレエ]ズザーナ・フィクローヴァ、ウラジミール・スニ
チェク／[管弦楽]ウィーン・サロン・オーケストラ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モーツァルト：ピアノ協奏曲 第23番 イ長調 K.488／J.シュトラウスⅡ：オペレッタ《こ
うもり》より序曲／美しく青きドナウ／皇帝円舞曲／J.シュランメル：ウィーンはいつも
ウィーン／F.レハール：オペレッタ《メリーウィドウ》より「閉ざした唇に」　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.1/8（火） 7:00PM
Sペア 11,000円　S 6,500円　A 4,500円
お年玉席 2,000円（プロ アルテ ムジケのみの取扱い）（税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]プロ アルテ ムジケ 03-3943-6677
[主催]プロ アルテ ムジケ／ザ・シンフォニーホール

熊本マリ
ウド・ツヴェルファー

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
の

世
界
中
の
名
曲
を
豪
華
な
キ
ャ
ス
ト

で
贈
る
、年
末
年
始
の
恒
例『
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』。
こ
の

特
別
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
は〝
関
西
の
皆

様
へ
、新
し
い
年
へ
の
活
力
と
な
る
よ

う
な
、素
敵
な
瞬
間
を
お
届
け
し
た
い
〞

と
い
う
、
ホ
ー
ル
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
こ
こ

で〝
ゆ
く
年
く
る
年
〞を
迎
え
る
人
が

増
え
、
ま
す
ま
す
喝
采
が
沸
く
感
動
の

シ
ー
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
、若
手
俊
英
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

タ
ン
が
指
揮
台
に
上
が
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
出
身
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー

ル
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
、北
京
、上
海
、

台
湾
な
ど
で
の
デ
ビ
ュ
ー
を
き
っ
か
け

に
、世
界
的
な
活
動
を
展
開
。
日
本
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
も
豊
富
な
だ

け
に
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
集

結
す
る
、関
西
の
主
要
楽
団
の
名
手
た

ち
に
よ
る〝
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｙ 

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
〞と
の
タ
ッ

グ
に
注
目
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、壮
大
な
生
演
奏
が

響
き
渡
る
中
、
パ
リ
か
ら
招
か
れ
た
４

名
の
オ
ペ
ラ
歌
手
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
魔
笛
」、
ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
」、
ロ
ッ

シ
ー
ニ「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」、
プ
ッ

チ
ー
ニ「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」な
ど
の

名
ア
リ
ア
な
ど
。
オ
ペ
ラ
の
序
曲
や
間

奏
曲
も
演
奏
さ
れ
、音
と
歌
に
酔
い
し

れ
る
ひ
と
時
に
な
る
だ
ろ
う
。
バ
レ
エ

は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
白
鳥
の
湖
」

か
ら
名
場
面
を
選
り
す
ぐ
り
、
ヴ
ァ
ル

ナ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人

初
の
金
賞
を
受
賞
し
た
小
嶋
直
也
を
始

め
、華
も
実
力
も
持
ち
合
わ
せ
た
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
８
名
が
、華
麗
な
踊
り
を

披
露
す
る
。

　

さ
ら
に
、16
年
度
の
バ
ッ
ハ
国
際
コ

ン
ク
ー
ル・
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
日
本
人

初
の
優
勝
に
輝
い
た
冨
田
一
樹
が
、
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
で「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」を
演
奏
す

る
。
怪
人
フ
ァ
ン
ト
ム
に
扮
す
る
よ
う

な
情
熱
的
な
冨
田
の
演
奏
は
、観
客
の

の
心
を
捉
え
て
離
さ
な
い
に
違
い
な
い
。

　

２
０
１
８
年
の
締
め
く
く
り
を
華
や

か
に
彩
り
、
２
０
１
９
年
の
門
出
を
盛

大
に
お
祝
い
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、晴
れ
や
か

な
音
楽
の
祭
典
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

た
い
。

（
文　

金
子
真
由
）

カウントダウンコンサート 2018-2019
2018.12/31（月） 10:00PM
※18歳未満の方は保護者の同伴が必要です。

ニューイヤーコンサート 2019
2019.1/1（火・祝） 3:00PM
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[指揮]ジョシュア・タン／[バレエ]松田敏子、小嶋直也、
武藤天華、竹中優花 ほか／[オルガン]冨田一樹／[ソプ
ラノ]セリーヌ・ムロン／[メゾソプラノ]アリマ・マンディ／
[テノール]ジェレミー・シュッツ／[バリトン]フィリップ・ブロ
カール／[オーケストラ]The Symphony Orchestra
／[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」序曲／モーツァルト：歌劇「魔笛」
より『パパパパパパ・パパゲーナ！』／ビゼー：歌劇「カルメン」より『前奏
曲』『ハバネラ』『闘牛士の歌』『花の歌』／ロイド・ウェバー：「オペラ座の
怪人」より『序曲』『オール・アイ・アスク・オブ・ユー』ミュージカル「キャッ
ツ」より『メモリー』／ロッシーニ：歌劇「セビリアの理髪師」より『今の歌
声は』／プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より『誰も寝てはならぬ』
／チャイコフスキー：バレエ音楽「白鳥の湖」より『情景』『ロシアの踊り』
『終曲』／ヴェルディ：歌劇「椿姫」より『乾杯の歌』 ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
SS 10,800円※  S 8,640円  A 6,480円　B 4,320円 （税込）
※SS席の特典として、舞台上で出演者（一部）との記念撮影＆お年玉プ
レゼント（ニューイヤーズドリンク）を予定しています。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール　[協力]宝酒造株式会社

発売中

発売中

発売中

　

世
界
中
か
ら〝
音
楽
の
都
〞ウ
ィ
ー
ン

へ
訪
れ
る
人
々
へ
本
物
の
ウ
ィ
ー
ン
音
楽

を
本
場
の
雰
囲
気
で
、一
流
の
音
楽
家
た

ち
に
よ
る
演
奏
で
届
け
よ
う
と
い
う
思

い
の
も
と
１
９
９
４
年
に
設
立
さ
れ
た
、

ウ
ィ
ー
ン
・
サ
ロ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
近

年
で
は
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
年
間
３
０
０

回
を
超
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
つ
い
に
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
初
来
演
！

　

楽
団
創
設
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、音
楽

芸
術
監
督
／
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務

め
る
ウ
ド
・ツ
ヴ
ェ
ル
フ
ァ
ー
は
、
ウ
ィ
ー

ン
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
・フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー

パ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
歴
任

し
た
、
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
を
知
り
尽
く
し

た
名
匠
。
彼
の
弾
き
振
り
に
よ
る
、伝
統

を
継
い
だ
優
雅
な
響
き
を
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
楽
し
め
る
、
ま
た
と
な
い

チ
ャ
ン
ス
の
到
来
だ
。

　

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、「
美
し
く
青
き

ド
ナ
ウ
」、「
皇
帝
円
舞
曲
」な
ど
Ｊ
．シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
の
作
品
を
軸
に
、抜
群
の
実

力
と
人
気
を
誇
る
ピ
ア
ニ
ス
ト 

熊
本
マ

リ
を
迎
え
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ

協
奏
曲 

第
23
番
が
披
露
さ
れ
る
と
い
う

贅
沢
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
心
を
躍
ら
せ
て
く
れ
る
優
美
な
バ
レ

エ
に
も
注
目
し
た
い
。

　

な
お
、こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
現
在
、お
得

な
S
席
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
も
好
評
販
売
中
。

新
年
の
清
々
し
い
時
間
を
、大
切
な
人
と

過
ご
し
た
い
方
に
お
す
す
め
だ
。

指
揮
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア・タ
ン

2 0 1 9

 1
        3

2 0 1 9

 1
        8
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俊英3人のヴィルトゥオーゾたちによる、
絢爛豪華なコンチェルトの世界

テノール 加藤ヒロユキを迎え、
オペラ×歌謡曲×ジャズの奇跡のコラボ

日野原重明氏の渾身のメッセージを奇跡の歌声で届ける

[チェロ]横坂 源  [ヴァイオリン]川久保賜紀  [ピアノ]関本昌平
[指揮]山下一史  [管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------------------------------------
ハイドン:チェロ協奏曲 第1番 ハ長調 Hob.VIIb:1／チャイコフスキー:ヴァイオリン
協奏曲 ニ長調 op. 35／ラフマニノフ:ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op. 18
--------------------------------------------------------------------------------
2019.1/6（日） 2：00PM 
S 6,480円　A 5,400円　B 4,320円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ピ
ア
ノ
：
関
本
昌
平

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
川
久
保
賜
紀

©Yuji Hori ©ワーナーミュージック・ジャパン

チ
ェ
ロ
：
横
坂 

源

[指揮・トロンボーン]クリスチャン・リンドバーグ
[吹奏楽]Osaka Shion Wind Orchestra
-------------------------------------------------------------------------
H.アルヴェーン：組曲「山の王」op.37／C.リンドバーグ：管楽と打楽器のた
めの協奏曲／C.リンドバーグ：マンドレイク・オン・ザ・コーナー（庭隅のマン
ドラゴラ）
-------------------------------------------------------------------------
2019.2/2（土） 2：00PM 
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]Shionチケットセンター 0800-919-5508
[主催]公益社団法人 大阪市音楽団

[テノール]ベー・チェチョル ［ピアノ］クリスティアン・アガピエ
[ナビゲーター]輪嶋東太郎（ヴォイス・ファクトリイ代表） ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[一部]トーク～秘蔵映像とともに～　[二部]「ベー・チェチョルコンサート」オンブラマイフ／アヴェマリア／ゴッ
ドファーザー 愛のテーマ／ゴンドラの唄／長崎の鐘／ねむの木の子守唄／別れの曲／アメイジンググレイス
／愛のうた（日野原重明 作詞・作曲）　ほか　※曲目は変更の可能性がございます。予めご了承ください。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.2/1（金） 7：00PM
S 7,000円　A 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]ヴォイス・ファクトリイ／滋慶学園グループ／ザ・シンフォニーホール

[演奏]The Symphony Hall Big Band
[スペシャルゲスト・テノール]加藤ヒロユキ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
コール・ポーター：ミュージカル”キス・ミー・ケイト”より「ソー・イン・ラヴ」／プッチーニ／サミー・
フェイン：歌劇”蝶々夫人”より「ある晴れた日に」～映画「慕情」のテーマ／米山正夫：映画”りん
ご園の少女”より「津軽のふるさと」～「リンゴ追分」／ニーノ・ロータ：太陽がいっぱい／ジュー
ル・マスネ：タイスの瞑想曲／ミシェル・ルグラン：風のささやき　ほか
----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.1/22（火） 7：00PM 
S 5,400円　A 4,320円　B 3,240円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852  [主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

発売中

発売中

3大協奏曲 2019 ～次世代を担う未来の巨匠たち～

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ 第123回定期演奏会 The Symphony Hall Big Band ～Music Director 菊池寿人～ Vol.13

昇天一年メモリアル＆“愛のうた”収録CD発売記念 日野原重明プロデュース「ベー・チェチョル コンサート」

　

山
下
一
史
や
飯
森
範
親
を
招
き
、
多
く
の

秀
演
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
オ
オ
サ
カ
・
シ
オ

ン
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
以
下
、Ｓ
ｈ

ｉ
ｏ
ｎ
）の
２
０
１
８
〜
19
年
シ
ー
ズ
ン
。

そ
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
定
期
演
奏
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
。
指
揮
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

が
生
ん
だ
世
界
最
高
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏

者
で
、
00
年
か
ら
は
指
揮
者
と
し
て
も
活
躍

中
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
。
近

年
は
ト
リ
オ
・
タ
ン
ゴ
フ
ォ
リ
ア
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
・
タ
ン
ペ
レ
・
フ
ィ
ル
の
公
演
で
も
当

ホ
ー
ル
に
登
場
し
て
い
る
の
で
、
ご
存
知
の

方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
注
目
は
、
近
現
代
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
代
表
的
作
曲
家
ア
ル
ヴ
ェ
ー
ン
の
組
曲

「
山
の
王
」。
魔
法
を
か
け
ら
れ
た
羊
飼
い
の

娘
を
描
い
た
バ
レ
エ
音
楽
か
ら
自
身
が
４
曲

抜
粋
し
た
作
品
で
、
編
成
も
大
規
模
。
彼
の

作
風
の
特
長
で
あ
る
、
北
欧
の
美
し
く
雄
大

な
風
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
音
楽
を
存
分
に
味
わ
い
た
い
。

　

ま
た
同
じ
く
楽
し
み
な
の
が
、
１
９
９
７

年
か
ら
作
曲
も
手
か
げ
る
リ
ン
ド
バ
ー
グ

の
自
作
曲
。「
管
楽
と
打
楽
器
の
た
め
の
協

奏
曲
」と「
マ
ン
ド
レ
イ
ク
・
オ
ン
・
ザ
・
コ
ー

ナ
ー
」だ
。「
協
奏
曲
」は
、
劇
性
と
神
秘
が
交

錯
す
る
約
15
分
の
濃
密
な
小
品
で
、
ソ
ロ
も

次
々
に
入
れ
替
わ
る
の
で
、
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の

名
手
た
ち
に
改
め
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ

た
る
は
ず
。
そ
し
て
、「
庭
隅
の
マ
ン
ド
ラ
ゴ

ラ
（
魔
術
で
使
わ
れ
た
ナ
ス
科
の
薬
草
）」
を

意
味
す
る「
マ
ン
ド
レ
イ
ク
〜
」で
は
、
リ
ン

ド
バ
ー
グ
が
ソ
ロ
も
担
当
す
る
の
で
、
世
界

一
の
妙
技
に
酔
い
し
れ
よ
う
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

シーズンのラストは、世界最高峰のトロンボーン奏者が登場！

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 019  /  J A N U A R YP I C K  U P  C O N C E R T  /  2 019  /  F E B R U A R Y 1月2月

テ
ノ
ー
ル
：
加
藤
ヒ
ロ
ユ
キ

指
揮
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
：
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ

©飯島 隆

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、オ
ペ
ラ
、映
画
音
楽
、タ
ン

ゴ
、
ポ
ッ
プ
ス
…
何
で
も
ご
ざ
れ
！ 

ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
の
手

に
か
か
れ
ば
、
心
も
体
も
ス
ウ
ィ
ン
グ
で
き

る
ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー
に
早
変
わ
り
す
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
／
音
楽
監
督
の
菊
池
寿
人
（
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
）を
は
じ
め
と
し
た
精
鋭
16
人

は
、
こ
れ
ま
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
声
楽
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
さ
ら
に
は
和
太

鼓
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど
幅
広
い
奏
者
た

ち
と
共
演
し
、
ジ
ャ
ズ
の
新
た
な
魅
力
と
可

能
性
を
ス
テ
ー
ジ
で
見
せ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
彼
ら
の
２
０
１
９
年
一
発
目
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
は
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
加
藤
ヒ

ロ
ユ
キ
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
３
度
目
の
共
演
と
な

り
、す
で
に
息
が
ぴ
っ
た
り
。
加
藤
は「
こ
れ

ほ
ど
魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
ほ

ど
、気
持
ち
良
く
は
ま
っ
て
い
る
」と
語
る
ほ

ど
だ
。

　

毎
回
、
斬
新
な
ア
レ
ン
ジ
も
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
大
き
な
聴
き
ど
こ
ろ
。
今
回
の
注

目
は
、
映
画『
り
ん
ご
園
の
少
女
』で
美
空
ひ

ば
り
が
歌
唱
し
た「
津
軽
の
ふ
る
さ
と
」と
間

奏
曲
と
し
て
「
リ
ン
ゴ
追
分
」
が
披
露
さ
れ

る
と
こ
ろ
。
昭
和
の
大
名
曲
が
ど
の
よ
う
に

ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
の
か
、
加
藤
の
力

強
く
高
ら
か
に
響
く
歌
声
と
併
せ
て
、
そ
の

未
知
数
の
魅
力
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

そ
の
他
、映
画『
キ
ス
・
ミ
ー
・
ケ
イ
ト
』よ

り「
ソ
ー
・
イ
ン
・
ラ
ヴ
」、歌
劇『
蝶
々
夫
人
』

よ
り「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」、
映
画『
慕
情
』の

テ
ー
マ
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
届
け
ら
れ
る
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
よ
う
。

　

２
０
１
８
年
、
チ
ケ
ッ
ト
完
売
で
大
好
評

を
博
し
た
「
３
大
協
奏
曲
〜
次
世
代
を
担
う

未
来
の
巨
匠
た
ち
」
が
、
２
０
１
９
年
も
開

催
。
世
界
レ
ベ
ル
の
実
力
派
３
人
の
俊
英

が
選
り
す
ぐ
り
の
名
曲
と
と
も
に
、
絢
爛
豪

華
な
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
を
鮮
や
か
に
彩
る
。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
２
位

の
実
力
者
、
横
坂 

源
が
選
ん
だ
の
は
、
ハ
イ

ド
ン
《
チ
ェ
ロ
協
奏
曲 

第
1
番
》。「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
ソ
ロ
は
同
じ
方
向
を
見
な
が
ら

紡
ぎ
出
し
て
い
き
ま
す
。
フ
レ
ー
ズ
か
ら

は
ピ
ュ
ア
な
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
遊

び
心
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
聴
き
ど
こ
ろ
を
語
る
。

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

第
2
位
受
賞
者
、
川
久
保
賜
紀
の
弾
く
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
》

も
聴
け
る
。
彼
女
が
こ
の
曲
と
出
会
っ
た

の
は
14
歳
の
時
で
「
ま
る
で
ロ
シ
ア
そ
の
も

の
の
色
、
味
、
情
熱
…
こ
れ
ら
す
べ
て
が
あ

ふ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
」と
の
こ
と
。

　

そ
し
て
関
本
昌
平
は
、「
33
歳
に
し
て
、ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 
第
2
番
》に

初
め
て
挑
み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト

の
ソ
ロ
と
の
掛
け
合
い
や
美
し
い
歌
も
あ

り
、
一
方
で
ピ
ア
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
激
し
い

部
分
も
あ
り
、
多
彩
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素

晴
ら
し
い
音
楽
」と
期
待
を
込
め
る
。

　

共
演
は
、
熟
練
し
た
タ
ク
ト
で
定
評
の
あ

る
山
下
一
史
と
、
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ

て
音
楽
作
り
に
取
り
組
む
日
本
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
。
熱
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
あ

ふ
れ
る
舞
台
に
な
る
に
違
い
な
い
。

（
文　

道
下
京
子
）

　

２
０
１
７
年
７
月
に
１
０
５
歳
で
死
去

し
た
医
師 

日
野
原
重
明
氏
の
一
周
忌
を
偲

び
、そ
し
て
氏
が
作
詞
・
作
曲
を
し
た「
愛
の

う
た
」
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
の
発
売
を
記
念
し

て「
ベ
ー
・
チ
ェ
チ
ョ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開

催
さ
れ
る
。（
延
期
と
な
っ
た
９
月
６
日
公

演
の
振
替
と
な
り
ま
す
）

　

日
野
原
氏
が
「
１
０
０
年
以
上
の
人
生
の

中
で
、
歌
を
通
し
て
神
を
初
め
て
感
じ
た
」

と
い
う
ベ
ー
・
チ
ェ
チ
ョ
ル
の
歌
。
こ
の
歌

声
を
届
け
る
こ
と
が
、
自
分
の
で
き
る
世
界

平
和
へ
の
貢
献
で
あ
る
と
い
う
強
い
思
い

か
ら
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
今

回
で
４
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

毎
回
、
会
場
が
総
立
ち
の
歓
声
に
包
ま
れ

る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
後
も
長
く
続
け

て
い
く
こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
期
待
を
寄

せ
て
い
た
日
野
原
氏
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
前

半
は
、
晩
年
の
貴
重
な
未
公
開
映
像
と
と
も

に
、
氏
が
残
し
た
、
い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

そ
し
て
後
半
に
は
〝
奇
跡
の
テ
ノ
ー
ル
〞

と
称
さ
れ
る
ベ
ー
・
チ
ェ
チ
ョ
ル
に
よ
る
演

奏
を
た
っ
ぷ
り
と
。
７
月
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
た
Ｃ
Ｄ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ア
ヴ
ェ

マ
リ
ア
」、「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
」「
別

れ
の
曲
」「
ね
む
の
木
の
子
守
唄
」、
そ
し
て

日
野
原
氏
の
意
思
を
引
き
継
い
だ
「
愛
の
う

た
」も
も
ち
ろ
ん
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ベ
ー
・
チ
ェ
チ
ョ
ル
の
圧
巻
の
歌
声
と

人
々
の
心
に
鮮
明
に
届
き
、〝
生
き
る
力
〞を

強
く
持
た
せ
て
く
れ
る
日
野
原
氏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
聴
き
に
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ル
へ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。
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3度目のリサイタルは、ショパンの光と影を描く。
新たな挑戦に注目を！

世界が大注目する華麗な技巧と独特の表現力。
ザ・シンフォニーホール、記念すべき初リサイタル

ジャンルを超えてドラマチックに音を奏でる。
大切な人と聴きたい、愛に溢れたコンサート

[ピアノ]長富 彩
-----------------------------------------------------------------------------------
【オール・ショパン・プログラム】バラード 第1番 ト短調 op.23／バラード 第4番 ヘ短調 
op.52／スケルツォ 第1番 ロ短調 op.20／ワルツ 第3番 イ短調 op.34-2「華麗なる
円舞曲」／ワルツ 第7番 嬰ハ短調 op.64-2／12の練習曲 op.25　全曲
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.2/9（土） 7：00PM 
全席指定 3,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]テレビマンユニオン 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

[指揮]大植英次  [管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
リムスキー＝コルサコフ：交響組曲「シェエラザード」 op.35／ストラヴィンスキー：
バレエ音楽「春の祭典」
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.2/22（金） 7：00PM 
S 7,020円　A 5,940円　B 4,860円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪フィルハーモニー協会

[ヴァイオリン]川井郁子  [ハープ]朝川朋之  ウエスト弦楽合奏団
---------------------------------------------------------------------------------
バーンスタイン：『ウエストサイド・ストーリー』より／R.ロジャース：『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』より／秦 基博：ひまわりの約束／ロータ：ロミオとジュリエット／坂本龍一：ラスト・エンペ
ラー／A.メンケン：『アラジン』より 「A Whole New World」 ほか
---------------------------------------------------------------------------------
2019.2/11（月・祝） 2：00PM
S 5,400円　A 4,320円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]アイケイ・オフィス／ザ・シンフォニーホール

[ピアノ]カティア・ブニアティシヴィリ
-----------------------------------------------------------------------------------
シューベルト：ピアノ・ソナタ第21番 変ロ長調 D960／シューベルト・リスト編：セレナーデ（白
鳥の歌より）S.560-7／糸を紡ぐグレートヒェン S.558-8／魔王 S.558-4／リスト：超絶
技巧練習曲 第4曲 “マゼッパ” S.139-4／ハンガリー狂詩曲 第6番 変ニ長調 S.244-6
---------------------------------------------------------------------------------
2019.2/10（日） 1:30PM
S 5,500円　A 4,500円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]リバティ・コンサーツ 06-7732-8771
[主催]MBS／キョードー [共催]堺市／公益財団法人堺市文化振興財団

発売中

発売中

発売中

発売中

長富彩 ピアノ・リサイタル Vol.3 オール・ショパン・プログラム

大植英次指揮 大阪フィルハーモニー交響楽団 「シェエラザード」×「春の祭典」 カティア・ブニアティシヴィリ ピアノリサイタル

川井郁子 シンフォニック バレンタインコンサート ～シネマ・ファンタジー～

　

音
楽
監
督
を
経
て
、
桂
冠
指
揮
者
に
就

任
し
た
現
在
も
、
大
阪
フ
ィ
ル
と
良
好
な
関

係
が
続
く
大
植
英
次
。
今
年
３
月
の
「
大
阪

フ
ィ
ル
70
周
年
×
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
35
周
年
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
も
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン「
英
雄
」と
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

「
ア
ル
プ
ス
交
響
曲
」を
組
み
合
わ
せ
て
演
奏

し
、
大
喝
采
を
浴
び
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
あ
の
感
動
が
ふ
た
た
び
、
新
た
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
第
２
弾
と
し
て
実
現
す
る
！

　

注
目
の
演
目
は
、
リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ

コ
フ
の
交
響
組
曲
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」
と
、

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
音
楽
「
春

の
祭
典
」。
前
者
は
「
千
夜
一
夜
物
語
」
の
語

り
手
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

4
楽
章
作
品
で
、
ロ
シ
ア
音
楽
に
東
洋
趣
味

を
織
り
交
ぜ
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
音
楽
絵

巻
。
一
方
、
古
代
の
生
贄
の
儀
式
を
描
い
た

後
者
は
、
そ
の
複
雑
極
ま
る
リ
ズ
ム
や
和
声

な
ど
か
ら
初
演
の
評
価
が
大
き
く
分
か
れ
、

聴
き
手
が
殴
り
合
い
ま
で
し
た
と
い
う
20
世

紀
の
衝
撃
作
だ
。

　

大
植
は
、
初
期
の
大
き
な
キ
ャ
リ
ア
に

な
っ
た
ミ
ネ
ソ
タ
管
弦
楽
団
の
音
楽
監

督
時
代
、
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
デ
ビ
ュ
ー

（
１
９
９
８
年
）の
際
に
、
こ
の
鮮
烈
で
色
彩

豊
か
な
２
曲
を
指
揮
。
本
誌
前
号
で
も
、「
そ

の
時
の
感
動
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
気
持
ち
が

蘇
り
、非
常
に
楽
し
み
だ
」と
意
気
込
ん
で
い

た
。
そ
れ
か
ら
20
余
年
を
経
た
今
回
は
、
当

時
の
持
ち
味
だ
っ
た
ス
ト
レ
ー
ト
な
音
楽
作

り
に
豊
か
な
表
情
が
加
わ
り
、さ
ら
に
盟
友
・

大
阪
フ
ィ
ル
の
好
サ
ポ
ー
ト
も
得
て
、
見
事

な
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

感動再び!! 最強タッグの待望の第二弾は、
マエストロ歓びの管弦楽がカップリング

寒さを吹き飛ばすホットなコンサートが盛りだくさん！ P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 019  /  F E B R U A R Y 2月

指
揮
：
大
植
英
次

©Aｉ Ueda

©飯島 隆

　

作
曲
家
が
音
に
込
め
た
思
い
に
寄
り
添

い
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
情
感
溢
れ
る
演

奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
長
富
彩
。
作
品
へ
の

探
究
心
と
内
な
る
強
さ
が
込
め
ら
れ
た
音

色
は
聴
く
者
を
魅
了
し
、リ
サ
イ
タ
ル
、国
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
、
Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス

な
ど
、著
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ

タ
ル
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

オ
ー
ル・
シ
ョ
パ
ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

初
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
っ
た
第
１
回
目
に

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
リ
ス
ト
、
第
２
回
目
に

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
演
奏
し
、
大
好
評
を
博
し

て
き
た
彼
女
。
作
曲
家
の
人
生
の
変
遷
を
音

に
の
せ
て
、
名
曲
の
新
し
い
魅
力
を
ス
テ
ー

ジ
で
伝
え
て
き
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
バ
ラ
ー
ド
１
番
（
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生
結
弦
選
手
が
平
昌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
し
た
こ
と
で
話
題
と

な
っ
た
）と
シ
ョ
パ
ン
作
品
の
中
で
も
傑
作

と
し
て
知
ら
れ
る
第
４
番
の
２
曲
。
そ
の
他
、

ワ
ル
ツ「
華
麗
な
る
円
舞
曲
」に
加
え
て
、「
エ

オ
リ
ア
ン
・
ハ
ー
プ
」「
恋
の
二
重
唱
」「
蝶
々
」

「
木
枯
ら
し
」
と
い
っ
た
人
気
の
曲
が
含
ま
れ

た
12
の
練
習
曲
ｏ
ｐ
．25
全
曲
を
演
奏
と
い

う
、充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

12
の
練
習
曲
ｏ
ｐ
．25
に
つ
い
て
長
富
は
、

「
私
に
と
っ
て
も
挑
戦
の
ひ
と
つ
」と
し
、「
全

曲
を
通
し
て
ひ
と
つ
の
物
語
の
よ
う
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」と
意
気
込
み
を
話
す
。
華
や
か

な
印
象
が
強
い
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
だ
が
、
実

際
は
病
弱
で
あ
っ
た
り
母
国
を
革
命
に
よ
っ

て
失
っ
た
り
と
、
苦
悩
の
連
続
だ
っ
た
と
い

う
。
シ
ョ
パ
ン
の
人
生
の
〝
光
と
影
〞を
感
じ

な
が
ら
、じ
っ
く
り
と
演
奏
を
楽
し
も
う
。

　

１
９
８
７
年
生
ま
れ
で
、
若
く
し
て
頭

角
を
表
し
、
室
内
楽
、
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
も
活
躍
中
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
出
身
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
カ
テ
ィ
ア
・
ブ
ニ
ア
テ
ィ
シ

ヴ
ィ
リ
。
繊
細
な
音
色
と
独
特
の
表
現
力

を
兼
ね
備
え
た
彼
女
の
魅
力
は
、
近
年
益
々

注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
公
演
は
、
ま
さ
に

ブ
ニ
ア
テ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ
の
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
機

会
と
な
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
登
場
し
、
聴

衆
を
魅
了
し
て
き
た
が
、
今
回
は
同
ホ
ー
ル

で
初
の
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
る
。
前
半

は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
21

番
。
抒
情
味
あ
ふ
れ
る
歌
の
世
界
を
堪
能

で
き
る
だ
ろ
う
。
後
半
は
趣
向
が
や
や
変

わ
り
、オ
ー
ル
・
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
リ

ス
ト
は
彼
女
の
十
八
番
で
、
初
録
音
も
リ
ス

ト
だ
っ
た
。
す
で
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
だ
け
に
興
味
は
尽
き
な

い
が
、
ま
ず
演
奏
さ
れ
る
の
が
、
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
の
名
作
歌
曲《
セ
レ
ナ
ー
デ
》《
糸
を
紡

ぐ
グ
レ
ー
ト
ヒ
ェ
ン
》《
魔
王
》の
リ
ス
ト
に

よ
る
ピ
ア
ノ
独
奏
版
。
麗
し
い
旋
律
美
に

耳
を
傾
け
つ
つ
、
原
曲
と
の
微
妙
な
違
い
や

リ
ス
ト
が
付
加
し
た
技
巧
の
妙
味
を
聞
く

の
も
一
興
だ
ろ
う
。
そ
し
て
リ
ス
ト
の
超

絶
技
巧
練
習
曲
よ
り
第
４
曲
《
マ
ゼ
ッ
パ
》、

ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
６
番
へ
と
続
く
。

　

彼
女
の
演
奏
の
大
き
な
魅
力
は
疾
走
す

る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
テ
ン
ポ
感
と

華
麗
な
技
巧
。
そ
の
美
点
が
最
大
限
に
発

揮
さ
れ
る
選
曲
に
大
い
に
期
待
で
あ
る
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、

２
０
１
９
年
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
川
井

郁
子
に
よ
る「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク 

バ
レ
ン
タ

イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
今
年
の
テ
ー

マ
は「
シ
ネ
マ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」だ
。
幅

広
い
年
代
の
聴
き
手
が
楽
し
め
る
よ
う
な

映
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
音
楽
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
彩
る
。

　
「
映
画
音
楽
は
、
い
ろ
ん
な
愛
の
形
を
想

像
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

彼
女
は
、
こ
れ
ま
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
映
画
音
楽
を
数
多
く
取
り
上

げ
、
見
事
な
ア
レ
ン
ジ
を
見
せ
て
く
れ
て
き

た
。

　
「
映
画
を
ご
覧
に
な
っ
て
な
く
て
も
、
音

楽
か
ら
映
画
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

川
井
は
、「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
負
け
な
い

音
楽
舞
台
を
創
り
上
げ
る
の
が
、
ひ
と
つ

の
夢
で
す
」
と
語
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に

と
ど
ま
ら
ず
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
や
タ
ン
ゴ
な
ど

の
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
演
技
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ッ
セ
ン
ス
が
複
合
さ
れ
た
音
楽
舞
台

を
創
り
上
げ
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
幅
広
い

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
る
。

　

共
演
は
、
作
曲
家
で
ハ
ー
プ
奏
者
と
し
て

も
活
躍
す
る
朝
川
朋
之
。
そ
し
て
、
川
井
が

教
授
を
務
め
る
大
阪
芸
術
大
学
で
教
え
た

若
手
演
奏
家
た
ち
も
弦
楽
合
奏
と
し
て
ス

テ
ー
ジ
を
共
に
す
る
。

　
「
映
画
と
同
じ
よ
う
に
思
い
出
に
残
る
よ

う
な
2
時
間
に
し
た
い
。
ぜ
ひ
、
大
切
な
人

と
聴
き
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

（
文　

道
下
京
子
）
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〝いつも最後だという気持ちで歌う〟
活動60年、85歳の堂々たるステージ。

©山岸 伸 ©武藤 章

まだ知らない名曲の魅力を発見！
ここでしか聴けない極上のアンサンブル。

注目のソリスト2人を一夜にして聴く好機会！
作曲家の大きな進化とその飛躍を楽しむ「第３番」。

[出演]菅原洋一  [ゲストシンガー]神奈あい、花城アリア、菅原英介
[ピアノ]大貫祐一郎  [アコーディオン]桑山哲也  [ベース]小笹了水
-----------------------------------------------------------------------------------
知りたくないの／今日でお別れ／知床旅情／ラ・クンパルシータ／愛の讃歌　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.3/8（金） 2：00PM   全席指定 6,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

[チェロ]荒 庸子  [ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
マンシーニ：『ティファニーで朝食を』より「ムーン・リバー」／チャップリン：『ライムライト』より「エターナリー」／
『モダン・タイムズ』より「スマイル」／メンケン：美女と野獣／モリコーネ：『海の上のピアニスト』より「愛を奏でて」
／『海の上のピアニスト』より「愛を奏でて」／ハーウィッツ：『ラ・ラ・ランド』より「アナザー デイ オブ サン」／ピ
アソラ：リベルタンゴ／サン=サーンス：『動物の謝肉祭』より「白鳥」／フェイン：『慕情』より テーマ曲　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.3/23（土） 7：00PM  S 3,240円　A 2,160円
プレミアムシート 4,320円【S席+スパークリングワイン１杯（開場・休憩時に２Ｆカフェにてご利用可能）】 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]カノン・ミュージック／ザ・シンフォニーホール

[指揮]飯森範親  [ピアノ]上原彩子
[オルガン]冨田一樹  [管弦楽]日本センチュリー交響楽団
---------------------------------------------------------------------------------
ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第3番 ニ短調 op.30／サン=サーンス：交響曲 第3番 
ハ短調 「オルガン付き」 op.78
---------------------------------------------------------------------------------
2019.3/21（木・祝） 2：00PM
S 5,940円　A 4,860円　B 3,780円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6868-0591
[主催]公益財団法人 日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

[ヴァイオリン]田野倉雅秋、岡本伸一郎
[ヴィオラ]木下雄介  [チェロ]北口大輔  [コントラバス]村田和幸
-----------------------------------------------------------------------------------
レスピーギ：リュートのための古風な舞曲とアリア 第3組曲／タルティーニ：悪魔のトリル（弦楽
五重奏版）／ショスタコーヴィチ：室内交響曲 op. 110a　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.3/18（月） 7：00PM 
全席指定 3,240円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852　[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

発売中

菅原洋一コンサート 2019 ～歌いつづけて60年～

想い出がいっぱい 珠玉のシネマ名曲 SELECTION VOL.5 荒庸子 チェロ・リサイタル 2019 The Symphony Hall String Quintet Vol.5

日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール ラフマニノフ＆サン＝サーンス ２つの第3番

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
荒
庸
子
が
贈
る
人

気
シ
リ
ー
ズ『
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い
』。

　
「
桜
が
咲
き
始
め
る
心
浮
き
立
つ
季
節
、

大
切
な
方
と
ゆ
っ
く
り
映
画
音
楽
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
作
品
を
楽
し
み
な
が
ら
、
懐
か
し
い

想
い
出
に
浸
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

　

50
〜
60
年
代
の
映
画
音
楽
、
ピ
ア
ソ
ラ

《
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
》、
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
《
白

鳥
》な
ど
、
毎
回
演
奏
す
る
作
品
も
ラ
イ
ヴ

演
奏
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
魅
力
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。

　
「
作
編
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
田
武
彦

さ
ん
と
の
共
演
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
何
が
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
っ
て
、

一
期
一
会
の
音
楽
が
楽
し
み
で
す
」

　

今
回
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
作
品『
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
』、『
サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』、『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・

ス
ト
ー
リ
ー
』、『
ポ
ギ
ー
と
ベ
ス
』
な
ど
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
品
の
音
楽
。

　
「
私
が
好
き
な
映
画
音
楽
、
今
奏
で
た
い

曲
を
集
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
に
観
て

感
動
し
た
映
画
は
最
近
10
歳
の
娘
と
一
緒
に

観
て
、感
動
を
新
た
に
し
ま
し
た
」

　

映
画
音
楽
を
集
め
た
２
枚
目
の
ア
ル
バ

ム『
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
』も
大
好
評
だ
。

　
「
尊
敬
す
る
映
画
俳
優
・
芸
術
家
、チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
の
代
表
作
『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』

の
テ
ー
マ
曲
《
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
》が
大
好
き
で

す
。
彼
の
〝
笑
顔
で
さ
え
い
れ
ば
明
日
は

き
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る
〞と
い
う
言
葉
は
、

い
つ
も
私
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。
聴

い
て
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
が
幸
せ
な
笑
顔
で

帰
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

（
取
材
・
文　

森
岡 

葉
）

チェロの優しい音色で描き出す映画音楽の世界、
懐かしい想い出が生き生きと蘇る!

新しい季節にぴったりの心弾む音楽が待っています！ P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  M A R C H 3月

オ
ル
ガ
ン
：
冨
田
一
樹

ピ
ア
ノ
：
上
原
彩
子

指
揮
：
飯
森
範
親

©Ai Ueda

写真左から、田野倉雅秋（大阪フィルハーモニー交響楽団）／岡本伸一郎（大阪交
響楽団）／村田和幸（日本センチュリー交響楽団）／北口大輔（日本センチュリー交
響楽団）／木下雄介（大阪フィルハーモニー交響楽団）

Interview

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
挺
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ

ロ
＋
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
い
う
弦
楽
五
重
奏

で
は
珍
し
い
編
成
で
様
々
な
楽
曲
に
挑
戦

し
、
室
内
楽
の
魅
力
を
多
角
的
に
紹
介
し
て

い
る
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ス
ト
リ

ン
グ 

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
。
田
野
倉
雅
秋
（
Ｖ

ｎ
／
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団 

首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）を
筆
頭
に
、

関
西
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
首
席
奏
者

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
、
こ
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー

ゾ
集
団
は
、
ホ
ー
ル
と
一
緒
に〝
響
き
〞を
作

り
、
天
国
的
な
心
地
よ
さ
を
感
じ
さ
せ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
聴
く
者
を
魅
了
し
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
５
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
姿
勢
も

表
情
も
奏
法
も
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
を

し
て
い
る
と
き
と
は
ま
た
違
っ
た
魅
力
を

展
開
し
て
い
く
の
も
、
こ
の
公
演
の
注
目
ポ

イ
ン
ト
だ
。

　

来
年
３
月
に
開
催
が
決
定
し
た
次
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
人
間
の
業
を
超
え
る
よ

う
な
演
奏
技
術
を
要
す
る
と
い
う
、
タ
ル

テ
ィ
ー
ニ「
悪
魔
の
ト
リ
ル
」（
弦
楽
五
重
奏

版
）を
は
じ
め
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ「
室

内
交
響
曲
」
な
ど
多
彩
だ
。
隠
れ
た
名
曲
へ

の
挑
戦
と
ス
テ
ー
ジ
を
独
創
的
に
活
用
す

る
奏
法
な
ど
、
こ
の
５
人
だ
か
ら
こ
そ
の
こ

だ
わ
り
も
感
じ
ら
れ
る
演
奏
に
期
待
し
て

ほ
し
い
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
に
気
軽
に
足
を
運

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
曲
解
説

も
行
わ
れ
る
。
極
上
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

あ
わ
せ
て
こ
ち
ら
も
毎
回
大
好
評
だ
。
最

高
の
音
楽
を
思
い
の
ま
ま
に
楽
し
め
る
空

間
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
「
中
学
生
の
多
感
な
時
期
、
部
屋
で
落
ち

込
ん
で
い
る
と
き
に
た
ま
た
ま
ラ
ジ
オ
で

タ
ン
ゴ
と
出
会
っ
た
。
そ
こ
か
ら
僕
の
い

ま
の
歌
手
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
」

　

持
ち
味
で
あ
る
甘
く
や
さ
し
い
歌
声

で
、
30
歳
の
と
き
に
念
願
の
レ
コ
ー
ド
デ

ビ
ュ
ー
を
飾
る
と
「
知
り
た
く
な
い
の
」
や

「
今
日
で
お
別
れ
」
な
ど
が
ヒ
ッ
ト
し
、
紅

白
歌
合
戦
に
は
連
続
22
回
出
場
。
85
歳
に

な
っ
た
今
も
〝
生
涯
現
役
〞を
モ
ッ
ト
ー
に

歌
い
続
け
る
。

　

２
０
１
８
年
は
シ
リ
ー
ズ
最
新
ア
ル
バ

ム
も
発
売
し
た
。「
Ｃ
Ｄ
が
そ
の
と
き
に
録

れ
た
歌
を
残
す
缶
詰
だ
と
し
た
ら
、
コ
ン

サ
ー
ト
は
そ
の
日
の
会
場
の
ホ
ー
ル
の
鳴

り
、音
響
さ
ん
、演
奏
者
、ゲ
ス
ト
さ
ん
、そ

し
て
お
客
さ
ん
…
そ
れ
ら
す
べ
て
と
共
鳴

し
な
が
ら
そ
の
日
ご
と
の
歌
を
作
っ
て
い

く
よ
う
な
も
の
」

　

ピ
ア
ノ
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
ベ
ー
ス
を

演
奏
者
に
迎
え
る
本
公
演
は
、
菅
原
以
外
に

息
子
の
菅
原
英
介
、
元
宝
塚
歌
劇
団
の
神
奈

あ
い
と
花
城
ア
リ
ア
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ン

ガ
ー
と
し
て
参
加
し
、
花
を
添
え
る
。
当
日

は
菅
原
の
ヒ
ッ
ト
曲
は
も
ち
ろ
ん
、
紅
白
で

も
歌
っ
た
タ
ン
ゴ「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」

も
歌
唱
予
定
だ
。

　

85
歳
、
歌
手
生
活
は
60
年
。「
長
い
よ
う

な
、
短
い
よ
う
な
感
じ
。
今
は
い
ろ
ん
な
歌

が
あ
る
中
で
僕
を
選
ん
で
聴
い
て
く
れ
る

人
に
感
謝
す
る
こ
と
が
大
事
。
今
日
が
最

後
だ
と
い
う
気
持
ち
で
歌
い
続
け
ま
す
」

　

コ
ン
サ
ー
ト
な
ら
で
は
の
〝
歌
〞を
堪
能

し
て
ほ
し
い
。

（
文　

東
條
祥
恵
）

　

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
名
曲
を
届
け
る
シ

リ
ー
ズ
Ｖ
ｏ
ｌ
．４
で
は
、
第
３
番
の
番
号
が

振
ら
れ
た
二
つ
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。

　

音
数
が
多
く
、
超
絶
技
巧
を
要
す
る
作
品

と
し
て
知
ら
れ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
３
番
で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
の

は
、
上
原
彩
子
。
ピ
ア
ノ
部
門
に
お
い
て
女

性
初
、
日
本
人
初
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
で
あ
り
、
ロ
シ

ア
も
の
を
得
意
と
す
る
彼
女
に
と
っ
て
も

「
室
内
楽
的
な
も
の
と
協
奏
曲
的
な
も
の
、

両
表
現
を
意
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
特

別
な
難
し
さ
の
あ
る
作
品
」
だ
と
い
う
。
と

は
い
え
、
飯
森
範
親
と
は
同
コ
ン
ク
ー
ル
優

勝
前
の
高
校
時
代
か
ら
共
演
を
重
ね
て
お

り
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ば
っ
ち
り
。
大

編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
中
で
ピ
ア
ノ
が

特
別
な
存
在
感
を
放
つ
、
美
し
く
哀
愁
に
満

ち
た
作
品
で
ロ
シ
ア
の
空
気
を
再
現
す
る
。

　

一
方
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の
交
響
曲
第
３

番
で
オ
ル
ガ
ン
を
奏
で
る
の
は
、
バ
ッ
ハ
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
日
本
人

と
し
て
初
め
て
優
勝
し
た
、冨
田
一
樹
。
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
誇
る
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
の
芳
醇
な
サ
ウ
ン
ド
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
響
き
が
重
な
り
、
ホ
ー
ル
そ
の
も
の

が
楽
器
と
な
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
音
で

我
々
を
包
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

飯
森
曰
く
、「
第
３
番
は
、各
作
曲
家
の
前

作
か
ら
の
大
き
な
進
化
が
わ
か
る
作
品
が

多
い
。
そ
の
飛
躍
を
聴
く
、
お
も
し
ろ
い
公

演
に
な
る
は
ず
」。
二
つ
の
第
３
番
が
届
け

る
充
実
し
た
音
の
世
界
を
堪
能
し
よ
う
。

（
文　

高
坂
は
る
香
）

一般発売：11/21（水）

1415 SinfoniaSinfonia



完売必至！大好評につき再演が決定！
一瞬も見逃せない、感動と興奮のオンパレード

台湾フィルハーモニック

[オルガン]石丸由佳  [パーカッション]堀内聖子、田中雅之
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ミュージカル『オペラ座の怪人』★／ミュージカル『レ・ミゼラブル』★／映画『オズの魔法使い』より「over 
the rainbow」／映画『LA LA LAND』★／映画『サウンド・オブ・ミュージック』／ミュージカル『キャッ
ツ』★／映画『天使にラブソングを』／映画『美女と野獣』★              ★プロジェクションマッピング付き
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.3/27（水） 7：00PM 
全席指定 2,700円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
※4歳以上から入場可 ※休憩なし。約60分間のコンサートです。

[指揮]リュウ・シャオチャ  [ヴァイオリン]リチャード・リン
[管弦楽]台湾フィルハーモニック
--------------------------------------------------------------------
芥川也寸志：交響管弦楽のための音楽／メンデルスゾーン：ヴァイオリ
ン協奏曲 ホ短調 op.64／江 文也:台湾舞曲 op.1／シベリウス：交響
曲 第2番 ニ長調 op.43
--------------------------------------------------------------------
2019.5/6（月・祝） 2：00PM 
S 7,000円　A 6,000円　B 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]株式会社アスペン 03-5467-0081
[主催]株式会社アスペン／ザ・シンフォニーホール

発売中

プロジェクションマッピング×パイプオルガン 超絶のオペラ座の怪人 リターンズ！！

先行予約：11/22（木） 一般発売：11/25（日）

P I C K  U P  C O N C E R T  /  2 0 1 9  /  M A R C H 3月

アジア・トップクラスのオーケストラが、満を持して初来演！速報！！

　

台
湾
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
世
界
に
名
を
馳
せ
る
台
湾

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
が
、
６
年
振

り
の
日
本
公
演
を
開
催
し
、
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
初
来
演
す
る
。

　

今
回
の
来
日
公
演
で
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
率
い
る
の
は
、
２
０
１
０
年
よ
り

台
湾
フ
ィ
ル
の
音
楽
監
督
を
務
め
る

リ
ュ
ウ
・
シ
ャ
オ
チ
ャ
。
ブ
ザ
ン
ソ
ン

と
コ
ン
ド
ラ
シ
ン
の
二
大
指
揮
者
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
管
、

ベ
ル
リ
ン
放
送
響
ほ
か
、
日
本
で
は
N

響
、
新
日
本
フ
ィ
ル
な
ど
に
客
演
。
ま

た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
名
な
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
で
指
揮
を
し
て
き
た
豊
か
な
経

験
も
あ
わ
せ
て
、
台
湾
フ
ィ
ル
を
さ
ら

に
躍
進
さ
せ
、ト
ッ
プ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

へ
と
導
い
て
き
た
。

　

ソ
リ
ス
ト
は
、
台
湾
系
ア
メ
リ
カ
人

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ

ン
。
今
年
９
月
、
難
関
で
名
高
い
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
勝
を
飾
っ
た
若
き
俊
英
で
、
仙
台

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
勝
し

た
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
期
待
も
大
き

い
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
台
湾
と
日
本
を
代

表
す
る
作
曲
家
の
作
品
と
マ
エ
ス
ト
ロ

が
最
も
得
意
と
す
る
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

交
響
曲 

第
２
番
を
メ
イ
ン
に
披
露
し

て
い
く
。

　

世
界
各
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
行
う

な
ど
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
、
成
長

著
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
サ
ウ
ン
ド
を

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体
感
し
て
ほ
し
い
。

　

息
を
の
む
よ
う
な
、
め
く
る
め
く
煌
び
や

か
な
光
と
多
彩
な
音
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、

ま
る
で
お
客
様
全
員
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
乗
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
動
と
興
奮

が
味
わ
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
そ
れ
が
「
超
絶

の
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」だ
。

　

ス
イ
ス
ク
ー
ン
社
製
の
豊
か
で
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
音
色
を
放
つ
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
大
人
気
を
博
す
「
超
絶
の
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
に
続
く
、〝
超
絶
〞シ
リ
ー
ズ
の

第
２
弾
と
し
て
今
年
８
月
に
初
開
催
さ
れ

た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
お
客
様
か
ら
の
大

好
評
を
受
け
て
、
来
年
３
月
に
再
演
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」

を
は
じ
め「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」「
キ
ャ
ッ
ツ
」

「
Ｌ
Ａ 
Ｌ
Ａ 
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
な
ど
、
世
界
中
で

愛
さ
れ
続
け
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ン

グ
、映
画
音
楽
の
名
曲
が
ず
ら
り
！ 

前
回
公

演
と
同
様
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
石
丸
由
佳
が

迫
力
満
点
の
サ
ウ
ン
ド
と
変
幻
自
在
の
音

色
で
名
場
面
の
世
界
を
鮮
や
か
に
描
き
出

し
て
い
く
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
か
ら
繰
り

出
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
な
色
鮮
や
か

な
音
色
を
じ
っ
く
り
と
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一
瞬
も
見
逃
せ
な
い
、

圧
巻
の
１
時
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
！
４
歳
以

上
の
お
子
様
か
ら
入
場
可
能
な
の
で
、
春
休

み
の
素
敵
な
思
い
出
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
足
を
運
ぶ
こ
と
も
お
す
す
め
し
た
い
。

な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
は
大
好
評
発
売
中
。
完
売

必
至
と
な
る
の
で
、お
早
め
に
!!

指
揮
：
リ
ュ
ウ・シ
ャ
オ
チ
ャ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
リ
チ
ャ
ー
ド・リ
ン
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